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　本ディスカッション・ペーパ 『ー装いと規範─現代におけるムスリム女性の選択とそ
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性を中心に広がり、ハラール化粧品の隆盛につながっていることが明らかにされた。
　コメントおよびディスカッションでは、多様な側面からの質疑応答と問題提起により
たいへん興味深く熱い議論が得られ、時間不足が悔やまれるほどであった。特に、明らか
に「見せるため」の華美なファッションという方向に進んでいるかのように見える部分も
あるイスラーム・ファッションの現状をどう受け止めるべきか、イスラーム・ジェンダー
論において大きな影響力をもってきたライラ・アハメドの見解は再検討する余地がある
のではないか、その土地や民族に伝統的な被り物とイスラーム・ヴェールとの連続性につ
いては注意深く検証する必要があるのではないか、などの論点が得られたことは大きな
収穫であったと考えている。
　このワークショップの報告部分では、中東（エジプト）、旧ソ連中央アジア（ウズベキス
タン）、東南アジア（インドネシア）のそれぞれ一つの事例を取り上げるにとどまったが、
コメントや議論でその他の地域や国家の事例についての紹介も得られた。こうした場を
共有できたことで、参加者各自が自分の研究対象地域ではない地域の事例に対する新鮮
な驚きと、比較の視点を持つことの面白さを経験したように思う。また、全体の議論を通
して「現代」や「イスラーム」のもつ共通項に加えて、そこにある多様性や変化のさまが浮
かび上がってきた。今後は対象地域をさらに増やすのはもちろんのこと、ほかにも検討し
てみたいトピックの候補もいくつか見えてきたので、このワークショップの営みを継続
しつつ、ジェンダーやモダニティ、ナショナリズム、アイデンティティの問題を幅広い視
野から考えていければと願っている。
帯谷 知可・後藤 絵美
2018年3月
